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令和６年度 自己評価及び学校関係者評価書 

令和７年３月 

                 市立札幌北翔支援学校 

１ 学校教育目標 

自分らしく 心豊かに 暮らす 

 

２ 目指す姿 

  〇個性を発揮しながら主体的に生活する児童生徒 

   〇人との交流や興味・関心のあることを広げ楽しむ児童生徒 

   〇家族や地域の人たちと共に生きる児童生徒 

 

３ 令和６年度の重点目標・テーマ 

  通いたくなる学校 

 

４ 学校運営方針 

 □ 魅力ある授業・行事の創造 

  ○目標や指導内容を明確にした「学ぶ力・豊かな心・健やかな体」を育む授業 

  ○学びの質を高める ICT の効果的な活用   

  ○本校独自の施設（通年ﾌﾟｰﾙ、ｽﾇｰｽﾞﾚﾝ室等）を生かした授業 

  ○体験や地域の人などとの関りを広げる学校行事   

○共に学ぶ交流及び共同学習の実施 

 

□ 安全安心な学校体制の構築 

○学校看護師を中心にした医療的ケア対応  

○主治医やサポート医などとの効果的な連携  

○５段階の食形態による安全安心な給食の提供 

  ○安全な施設・設備の維持更新と緊急時における体制の整備 

 

□ 専門性の高い信頼される職員集団を目指して 

  ○教職員の主体的な学びによる肢体不自由教育の専門性の向上 

  ○個別の指導計画等を活用した一人一人の教育的ニーズに応じた指導の充実  

  ○３学部間の連携による一貫性・連続性のある教育の推進  

  ○「からだづくり」など多職種との協働による自立活動の実施 

  ○福祉事業所など関係機関との連携を生かした教育   

○特別支援教育のセンター的機能の発揮 



５ 各学部で目指す姿 

小学部 中学部 高等部 

〇人、ものなど様々なことに 

興味・関心をもち、主体的に取

り組もうとする 

〇仲間などに積極的にかかわ 

りながら、自分の目標に向  

かって行動しようとする 

〇卒業後の社会参加を意識し 

ながら、自らの意志を伝え 

ようとする 

 

６ 教育方針・社会的存在意義〈北翔のパーパス〉 

自分らしく心豊かに暮らす人が育つ学校 

〇子どもの可能性を最大限に引き出し、生活につなぎます。 

〇授業・行事で、子どもたちに感動や達成感をもたらします。 

〇障がいの重い子どもの最新の指導を学び、効果的な活動を提供します。 

 

７ 自己評価結果に対する学校関係者評価 

自己評価・改善策の適切さ（Ａ：適切である  Ｂ：概ね適切である  Ｃ：適切ではない） 

 

分野 評価項目 
自己評価 学校関係者評価 

達成 

状況 
改善の方策 

自己評価 

の適切さ 

改善策の

適切さ 

北
翔
の
パ
ー
パ
ス 

１  児童生徒の可能

性を最大限に引き

出し、豊かな生活に

つなげるため、教育

的ニーズに即した

対応を適切に行な

っている。 

Ａ 

・児童生徒一人一人の的確な実態把握が教育的ニ

ーズに応じた指導の基盤となる。多職種連携を

より一層深めながら、実態把握から指導目標・内

容の設定、学習評価までを一体的に進める体制

の更なる構築を目指す。 

・指導と評価の一体化により教育課程の改善・充実

を図り、学校教育目標である【自分らしく 心豊

かに 暮らす】 の達成を目指して、児童生徒の豊

かな生活につなげるよう、一人一人の可能性を

最大限に引き出した指導を推進していく。 

Ａ Ａ 

２ 日常的に計画・実

践・評価・反省・改

善を繰り返しなが

ら、児童生徒の興味

関心を高める「感

動」や「達成感」を

もたらす授業や行

事を行っている。 

Ａ 

・感動や達成感をもたらすために、興味・関心を高

める事象や教材との出会いの場を設定し、学習

への意欲や期待感を高め、一人一人が「分かる」

「できる」「楽しい」を実感できる授業づくりを

進める。 

・職員間の「学び合い」の視点から、日々の授業に

おけるＰＤＣＡサイクルの実施や、校内研究に

おける授業検討や意見交流などを通して、授業

改善と教員の専門性向上を図る。 

Ａ Ａ 

３  効果的な活動を

提供するために各

職種の専門性を発

揮し、児童生徒の発

達段階や生活年齢、

学習経験等を踏ま

Ａ 

・日々の授業の評価と改善を、年間指導計画の評価

と改善につなげ、小中高 12 年間の系統性・連続

性のある教育課程を編成していく。そのために、

今年度の各学部における教科等の反省を年間指

導計画の改善に生かすとともに、次年度、校内研

究等を活用した学部間の交流を深める機会を設

定する。 

Ａ Ａ 



えて系統的な年間

指導計画を作成し

ている。 

・各教科等における指導内容の精選や教科等横断

的な視点による年間指導計画の改善を進める。

本校の児童生徒の姿や地域の実情等と指導内容

を照らし合わせ、効果的な年間指導計画の在り

方について、各学部や校内研究、教育課程検討委

員会等を通じて検討していく。 

学校関係者評価委員による意見 

・項目の１～３までの集計結果を見て、先生方が子どもたちのために大変御尽力されている様子 

が分かった。 

・高等部卒業後、社会人として必要だと思う力の最終目標は「コミュニケーションがとれること」

だと感じている。項目１～３までの部分が保護者に評価されていることを嬉しく思う。 

 

分野 評価項目 
自己評価 学校関係者評価 

達成 

状況 
改善の方策 

自己評価 

の適切さ 

改善策の 

適切さ 

学
ぶ
力
・
豊
か
な
心
・
健
や
か
な
体
の
育
成 

４ 児童生徒の成長・

意欲につながる個

別の教育支援計画

並びに個別の指導

計画を作成し、分か

る・できる・楽しい

授業を行っている。 

Ａ 

・児童生徒一人一人の目標に対する達成状況の評

価を踏まえて指導目標・内容の妥当性について

検証し、個別の教育支援計画や個別の指導計画

に反映させ、指導の改善に役立てる。 

・指導目標や内容を明確にし、根拠をもって評価す

るために、個別の指導計画の様式や内容を改善

した。次年度はその運用と検証を進めていく。 

・関係者との情報共有や的確な実態把握に基づい

て目標の立案や評価を行い、「分かる・できる・

楽しい」と感じられる授業づくりを進める。具体

的には、「分かる」ための教材の工夫や ICT の導

入、「できる」ための補助具や支援機器の活用、

「楽しい」と感じられるための体験的な活動や

興味・関心に基づいた学習を取り入れ、児童生徒

が主体的に学習するための指導の手だてを講じ

ていく。 

Ａ Ａ 

５  交流活動等を通

じて関係機関や地

域と連携し、児童生

徒の個性や多様性、

相互承認といった

人格を尊重した指

導を行っている。 

Ａ 

・学校間交流や地域学習では、子ども同士の理解と

交流が深まるよう、交流の内容について学校間

で十分に検討し、無理なく継続的に実施できる

ような活動を計画していく。 

・よりよい人間関係をはぐくみ、活動の場を広げる

地域学習をより多くの子どもが経験できるよ

う、地域学習の内容や教育的効果等について丁

寧に説明していく。小学校高学年や中学校にお

いて、教科学習での交流に困難が生じる傾向が

あることから、お互いにとって有意義な交流の

在り方について、学校間で検討を進める。 

・地域との連携について、すでに取り組んでいる活

動や、今ある「繋がり」から、持続可能な取組を

推進する。花いっぱい運動や学校祭、北翔公開日

等を通して、学校や児童生徒への理解、地域の

方々との交流を深める機会を設定する。地域の

教育資源を教育活動の充実に生かし、地域に貢

献する教育活動を進め、学校も地域も無理のな

い範囲で、少しずつ関係を構築・拡大していく。 

Ａ Ａ 



６  児童生徒の体調

や運動機能の状態

に応じて、スポーツ

の楽しさを知る体

育や活動のベース

となるからだづく

り、食指導等を行っ

ている。 

Ａ 

・一人一人が持てる力を最大限に発揮し、主体的に

活動できるよう、一人一人に応じた支援の手だ

てを講じながら指導を進めていく。 

・学習指導や摂食指導において本校の職員にとっ

て必要な知識・技能について学び、継承する機会

を設定し、安全性や技術の向上を絶えず図って

いく。また、食育の視点から、各学部における食

に関する指導目標に基づいた指導を行い、食べ

る意欲の向上や嗜好の拡大につなげたい。 

・今後も保護者や関係機関と適切に情報共有を図

りながら、健康管理や安全に配慮した指導や環

境設定を進めていく。 

Ａ Ａ 

学校関係者評価委員による意見 

・学校である以上、教員は授業がメインの仕事であると思うが、「評価項目４」の「児童生徒の

成長・意欲につながる個別の指導計画並びに個別の指導計画を作成し、分かる・できる・楽し

い授業を行っている」については、保護者アンケートの結果は「A」と非常に高いが、教職員

アンケートの結果では「A」と答えている人が少ない。職員は迷いながら授業を行っているこ

とが見受けられる。学校として指導していくことが大切である。先生方や授業を見合う機会が

必要だと考える。 

・「評価項目４」について、学校職員は「B」の方が多い状況である。アンケートに困り感を書き

にくい状況も考えられ、そこに組織としてのリスクが潜んでいるかもしれない。「組織として

授業改善に取り組んでいる」ということを職員一人一人が感じられる状況にあると、職員の思

いや悩みが書きやすくなり、自分が悩んでいることに対していろいろな人からフィードバック

を受けやすくなると考える。 

・学校が連携すべき対象が地域であるならば、組織との関わりを大切にしてほしい。現在の北翔

支援学校は活動によって個人に声をかけたり組織に声をかけたりしている。今後、組織とつな

がっていった方が安定的な関係が築ける。地域に貢献できるような学校、地域に応援されるよ

うな学校であってほしい。 

 

分野 評価項目 
自己評価 学校関係者評価 

達成 

状況 
改善の方策 

自己評価 

の適切さ 

改善策の 

適切さ 

安
全
・
安
心
な
体
制
づ
く
り 

７  児童生徒の成長

及び卒業後の生活

を考慮した情報提

供を、日常や個別懇

談等において適切

に行っている。 Ａ 

・児童生徒の成長について、朝の引継ぎや連絡帳、

個別懇談、通知表などを活用しながら情報提供

し、保護者との連携を深めていく。 

・卒業後の生活について、今後も、各学部段階に応

じた進路支援や個別懇談を通して、一人一人が

主体的に将来を描くことができるような支援を

行うとともに、個別の教育支援計画の活用と関

係機関との連携を促進していく。将来の姿や卒

業後の生活を見据え、児童生徒や保護者が安心

して進路選択を行い、自立と社会参加への自信

を育むための支援を進める。 

Ａ Ａ 

８ 保護者・福祉事業

所・主治医など関係

者との情報交換や

事故記録の共有等

Ａ 

・ヒヤリハットについて、日々の複数の職員による

ダブルチェックや声かけ、些細なことでもため

らわずに報告しやすい雰囲気づくり、全体周知

されたヒヤリハットの内容を自分事として捉え

Ａ Ａ 



により、安全・安心

な体制づくりや再

発防止への取組を

適切に行っている。 

る意識を高めることで、再発や事故防止につな

げる。 

・児童生徒の緊急時における体制づくりや対応に

ついて理解を深める場の設定と、保護者や関係

機関との適切な情報共有により、安全・安心が感

じられる学校となるよう取組を進めていく。 

９  防災や防犯につ

いて危機管理の意

識をもち、災害等発

生時に対する備え

を行っている。 
Ａ 

・本校の児童生徒が安全・安心な環境で日々の生活

を送り、学習に取り組むことができるよう、避難

訓練や不審者への対策等、緊急時に備えた訓練

を充実させ、危機管理意識を高めていく。 

・災害への備えとして校内にある備蓄品等の確認

や、災害時における本校の対応について、保護者

懇談会や学校・保護者間連絡システムを活用し

て周知していく。 

Ａ Ａ 

学校関係者評価委員による意見 

・無告知の避難訓練はよい取組なので継続してほしい。 

 

分野 評価項目 
自己評価 学校関係者評価 

達成 

状況 
改善の方策 

自己評価 

の適切さ 

改善策の 

適切さ 

教
育
環
境
の
整
備 

10 教育関係者や地

域の方々に対して

本校の教育及び児

童生徒の理解を図

るとともに、センタ

ー的機能を果たす

ための情報を発信

している。 

Ａ 

・各学部で地域の教育資源を活用しながら「地域で

の学習」や「地域との学習」を計画的に進めてい

く。また、北翔公開日や学校祭において、地域の

方々に来校していただき、学校と児童生徒への

理解や、学校と地域との連携を深めていく。 

・ホームページの充実を図り、更新頻度を高めるな

ど、本校の広報活動の活性化に向けた取組を推

進する。 

・本校職員の専門性や施設・設備を生かした地域に

おける特別支援教育のセンターとしての役割を

果たすための校内体制を整備していく。 

Ａ Ａ 

11 保護者と協働し

て教育環境を整え

る取組を適切に行

ったか。 Ａ 

・保護者との連携、情報共有により、児童生徒への

理解と、学校と家庭の教育についての理解を深

め合い、教育環境の改善・充実を図っていく。 

・個別の指導計画や個別の教育支援計画における

指導目標や内容、評価について共有し、保護者や

関係機関等と協働しながら児童生徒にとって最

適な指導や教育環境について検討していく。 

Ａ Ａ 

学校関係者評価委員による意見 

・「評価項目 10」について、センター的機能は受け身の状況になっているようなので、もっと北

翔支援学校職員の専門性を活かしてほしい。札幌市教育委員会からの連絡を待つのではなく、

能動的に動いてほしい。 

・学校で働いている人が働きやすい職場がよい。職員が、学校で働くことで満足感を得られてい

るかどうかを評価することが大切。楽しくよりよく働けることを図る評価項目が必要である。 

・離校が順調に進んでいると感じた。保護者がいない状況でも先生方は一生懸命やっている。職

員アンケートで「B」が多いのは、向上心からであると捉えている。現状にとどまらず上を目

指そうとしているのではないか。 

 


